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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第１四半期 1,291 △9.0 165 13.1 168 14.5 112 18.7

29年３月期第１四半期 1,418 53.7 146 118.7 147 112.0 94 106.0
(注) 包括利益 30年３月期第１四半期 115百万円( 14.7％) 29年３月期第１四半期 101百万円( 113.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第１四半期 5.69 5.67

29年３月期第１四半期 4.76 ―
(注) 当社は平成28年５月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行い、さらに平成28年12月17日付で普通

株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、前連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定し
て、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第１四半期 3,853 3,116 75.1

29年３月期 4,674 3,718 73.6
(参考) 自己資本 30年３月期第１四半期 2,894百万円 29年３月期 3,439百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0.00 ― 19.00 19.00

30年３月期 ―

30年３月期(予想) 0.00 ― 19.00 19.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,015 0.5 325 0.4 328 0.5 215 0.8 10.88

通期 6,614 11.0 814 11.7 815 10.9 516 9.5 26.14
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期１Ｑ 20,400,000株 29年３月期 20,400,000株

② 期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 682,200株 29年３月期 455,300株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 19,817,977株 29年３月期１Ｑ 19,944,700株
　

平成28年３月25日開催の取締役会決議に基づき、平成28年５月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割
を行い、さらに平成28年11月14日開催の取締役会決議に基づき、平成28年12月17日付で普通株式１株につき２株の割
合で株式分割を行っております。このため、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行
済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P２「１．当四半期決算に
関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績が堅調に推移したことから、設備投資や雇用環境の

改善が進み、景気は緩やかな回復基調が続きました。その一方で、人手不足感の高まりや物価の伸び悩み、北朝鮮

をめぐる国際情勢の緊迫化など、懸念材料も多く孕んでおります。

情報サービス業界におきましても、企業業績の改善を追い風にＩＴ関連投資が活発化しており、人手不足を解消

するための技術としてＩｏＴやＡＩが注目を集め、製造業など様々な分野で活用が進んできております。

このような状況の中、当社グループはＥＲＰ・ビッグデータ・グローバルの三本を軸に、新規顧客への積極的な

営業活動や既存顧客の深耕、品質管理の徹底などに努めました。この結果、当第１四半期連結累計期間の業績につ

きましては、売上高は1,291,228千円（前年同期比9.0％減）と減収となったものの、営業利益165,850千円（同13.1

％増）、経常利益168,369千円（同14.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益112,724千円（同18.7％増）と

増益となりました。

業務区分別の業績については次のとおりであります。

ａ 基幹システム及び周辺ソリューション

製造業、商社・小売業向けのＥＲＰシステム導入支援業務を中心に、売上高は1,276,621千円（同8.3％

減）となりました。このうち、ビッグデータ活用支援業務に関連する売上高は、196,364千円（同28.3％増）

となりました。

ｂ その他

ライセンス販売等により、売上高は14,606千円（同43.0％減）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

①資産

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ820,627千円減少し3,853,526千円と

なりました。これは主に仕掛品が38,065千円増加し、現金及び預金が630,365千円、売掛金が220,507千円減少した

こと等によるものであります。

②負債

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比べ218,980千円減少し736,576千円とな

りました。これは主に買掛金が92,597千円、未払法人税等が133,954千円減少したこと等によるものであります。

③純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ601,646千円減少し3,116,949千円とな

りました。これは主に自己株式が281,679千円増加（純資産の減少）し、利益剰余金が266,225千円、新株予約権が

51,732千円減少したこと等によるものであります。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期連結累計期間の業績は、前年同期と比較して減収となったものの、プロジェクト収益の改善などに

より増益となり、当初計画通り順調に推移いたしました。平成29年３月期の連結業績予想につきましては、現時点

においては平成29年５月15日に発表いたしました業績予想と変更はございません。

なお、業績予想につきましては、本資料の発表において入手可能な情報に基づいて当社が判断したものであり、

今後の受注プロジェクト遂行状況・お客様のＩＴ投資戦略・経済情勢の変化等の内的・外的様々な要因により、実

際の業績と異なる場合があります。
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株式会社テクノスジャパン(3666) 平成30年３月期 第１四半期決算短信

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,715,284 1,084,918

売掛金 1,712,478 1,491,971

有価証券 200,000 200,000

仕掛品 12,318 50,384

貯蔵品 1,746 1,682

前払費用 58,753 67,017

繰延税金資産 71,717 65,908

その他 51,223 60,382

流動資産合計 3,823,522 3,022,265

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 109,175 109,175

減価償却累計額 △41,783 △44,226

建物附属設備（純額） 67,391 64,949

工具、器具及び備品 55,699 55,699

減価償却累計額 △38,945 △40,195

工具、器具及び備品（純額） 16,754 15,503

有形固定資産合計 84,145 80,453

無形固定資産

ソフトウエア 70,669 65,383

その他 36 36

無形固定資産合計 70,706 65,420

投資その他の資産

投資有価証券 341,317 341,052

関係会社株式 44,358 44,358

長期前払費用 49,563 51,523

繰延税金資産 23,128 7,880

敷金及び保証金 172,044 171,780

保険積立金 54,356 57,753

その他 11,010 11,039

投資その他の資産合計 695,779 685,388

固定資産合計 850,631 831,261

資産合計 4,674,154 3,853,526
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 261,992 169,395

短期借入金 30,000 ―

未払金 150,182 166,291

未払費用 62,373 62,309

未払法人税等 171,875 37,920

未払消費税等 98,115 61,703

品質保証引当金 37,730 22,295

受注損失引当金 5,636 25,740

賞与引当金 7,659 13,187

その他 86,673 135,219

流動負債合計 912,240 694,064

固定負債

繰延税金負債 833 ―

資産除去債務 42,484 42,512

固定負債合計 43,317 42,512

負債合計 955,557 736,576

純資産の部

株主資本

資本金 562,520 562,520

資本剰余金 202,747 206,287

利益剰余金 2,973,825 2,707,600

自己株式 △299,865 △581,544

株主資本合計 3,439,227 2,894,863

新株予約権 60,506 8,774

非支配株主持分 218,862 213,312

純資産合計 3,718,596 3,116,949

負債純資産合計 4,674,154 3,853,526
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株式会社テクノスジャパン(3666) 平成30年３月期 第１四半期決算短信

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 1,418,285 1,291,228

売上原価 1,027,870 844,512

売上総利益 390,415 446,716

販売費及び一般管理費 243,712 280,866

営業利益 146,702 165,850

営業外収益

有価証券利息 1,114 777

その他 693 3,146

営業外収益合計 1,807 3,924

営業外費用

為替差損 1,418 ―

支払手数料 ― 1,404

営業外費用合計 1,418 1,404

経常利益 147,090 168,369

特別利益

保険解約返戻金 995 ―

特別利益合計 995 ―

特別損失

保険解約損 395 ―

特別損失合計 395 ―

税金等調整前四半期純利益 147,690 168,369

法人税、住民税及び事業税 40,143 32,297

法人税等調整額 6,518 20,223

法人税等合計 46,662 52,520

四半期純利益 101,028 115,848

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,088 3,124

親会社株主に帰属する四半期純利益 94,939 112,724
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 101,028 115,848

その他の包括利益 ― ―

四半期包括利益 101,028 115,848

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 94,939 112,724

非支配株主に係る四半期包括利益 6,088 3,124
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成29年５月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式283,500株を取得しております。また、新株

予約権の権利行使により、自己株式56,600株を処分しております。この結果、当第１四半期連結累計期間におい

て、自己株式が281,679千円増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が581,544千円となっており

ます。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。
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